
『ハニートラップランド～色欲の間～』 

 

トラック 0 

“ハニートラップランドへようこそ”  

 

ようこそおいで下さいました♪ハニートラップランドへようこそ♪ 

それでははじめにハニートラップランドの説明をさせて頂きます。 

ハニートラップランドとは簡単に申し上げますと成人殿方向けアトラクション施設です。 

この施設には様々な部屋があります。 

お客様にはまず、お好きなお部屋を選択して頂きます。 

そして、私たちハニートラップランド管理人又は中にいる女の子の出すミッションをクリ

アして頂くのです。 

どのようなミッションかはお部屋によってことなります。 

よろしいですか？それでは、お部屋のご選択を。 

なるほど、こちらのお部屋をご選択…ということでよろしいでしょうか。 

こちらは『色欲の間』です。 

この扉を開けると、そこにはお城があります。貴方はそのお城の一室で…この薬を守ってく

ださい。この薬は、女性が一滴舐めればたちまち肉欲に溺れる妙薬。 

この薬が今、良い噂のない城主に狙われているのです。 

噂ではその城主、敵の姫や大名・将軍の娘を自分のものにし、自分の陣を広げようとしてい

るとのこと。この薬を守ることで、彼女たちは救われるのです。 

城主はどうやら忍者を雇い、今夜にも城に盗みに入るとのこと… 

どうかその薬をお守りください。それが今回のミッションです。 

薬を盗みに来た忍者を捕まえ、 

部屋のドアに準備されている非常用の金を打ち鳴らしてください。 

それがアトラクション終了の合図となり、私が忍び込んだ忍者捕獲に参ります。 

よろしいでしょうか？それでは、いってらっしゃいませ。 

ご検討をお祈りいたします♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 



トラック 1“交渉決裂” 

 

し、失礼致します…！ 

ああ、よくぞご無事で…！今あちらの部屋に忍者が入るのを見かけて心配して参りました。 

貴方が襲われたのではないかと…。あ、申し遅れました、わたくしはこの城の姫です。 

貴方はあの薬を守るようお父様に命じられた方ですよね…？お話はお伺いしています。 

確認してください。あの薬が盗まれていないかどうか…。 

あ、懐に入れられていたのですね…よかった。薬は無事のようですね。 

お父様からそのお薬は絶対に敵に渡してはいけないものと伺っております。 

大変な任を背負われて大変でしょう。よろしければそちらのお薬はわたくしがお預かりし

ます。敵も、まさか姫である私がこの薬を持っているとは思わないでしょうから。 

今侵入している忍者が全ての部屋を探し終えた後、貴方は真っ先に狙われるでしょう。 

何故なら、この部屋はいつもは使用されていない客間ですから。 

この城にお客人を泊めることは久しくありませんでしたので、疑われるのは真っ先に貴方

です。そのお薬が敵の手に渡れば、貴方は父上に始末されてしまうかもしれません。 

そのようなことがあってはいけませんので…わたくしがお預かりします。 

さぁ、そのお薬をお渡し下さい。忍び込んだ忍者にバレないうちに…！ 

え？手を後ろに回して後ろを向けば渡す…？なぜ…? 

敵に気づかれないように…？…よ、よくわかりませんが…わかりました。 

こ…こうでしょうか？ 

え…？何故手を掴んで…い、痛いです。離してください…！ 

どうしてわたくしの手を縛るんですか…？あの…や、やめて下さい、痛いですっ…！ 

…え？もしかして、鐘を鳴らそうとされていますか…？どうして…？ 

そんなことをしたら… 

困ってしまうじゃありませんか。 

ふふふ…バレちゃいましたか、残念。変化の術、上手く姫に化けたと思ったのですが…ちょ

っとわざとらしすぎましたか？ 

まぁ、こうなることは分かっていました。くす♪だって、貴方すごく警戒してるから…どん

な立場で出ていっても、怪しまれるしバレることは想定していました。 

でも…仕方ないじゃないですか。全ての部屋を探したのに薬は見当たらなかったんです。 

…となれば、滅多にこない客人…そんなの、関係者に決まってますよね？ 

ま、この城の城主は自分で薬を持っている度胸なんてない人ですし、もちろん、大事な娘や

妻を危険に巻き込むわけにはいきませんから姫や妻には持たせない。…となれば…ね？ 

でも貴方、雇われるだけあってそこそこ腕が立ちそうだし… 

正面からぶつかっても騒がれると計画がおじゃんになるから姫に扮してみたんだけれど… 

やっぱり、全てを警戒してる人を相手にするのは難しいわね。降参よ。 



それで…ここからが交渉なのだけれど。 

その薬を私に渡してくれないかしら？そうすれば、貴方の欲しいモノを盗んできてあげる。 

お金でも女でも密書でもなーんでも。 

…必要ない？ふーん…堅物ね。じゃあ交渉は決裂かしら。残念。 

ま、その鐘を叩けば人が来て私は捕まるわ。貴方は薬を守れて万々歳といったところかしら。 

仕方ないわ。でも…ねぇ、ちょっと気にならない？ 

何がって…ふふ、その薬よ。 

私も詳しくは聞かされていないのだけど、女が一舐めすると肉欲が止まらなくなって、 

男を乱れ求めるって噂なの。それって本当なのかしら…？気にならない？ 

試しに舐めてあげましょうか？私が…♪ 

 

 

トラック 2“くノ一の快楽” 

 

あら、ちょっと興味あるのね？ふふふ、好奇心旺盛な人って素敵♪ 

ふふ、恐くないのか…ですって？恐くないわ。だって、私はここで捕まったらどうせ殺され

るもの。当り前じゃない。忍なのに敵に捕まって顔を晒されて…もう完全なる役立たずよ。 

仮にここの城主に解放されたとしても、引き渡された先で雇い主に殺されるのよ。 

そんなの、忍にとっては常識。今更命乞いしようとも思わないわ。 

バレた時点でお仕舞。それは最初から分かっていることよ。 

ああ、同情なんて必要ないわ。そこまで含めてのお仕事だから。 

だからね…どうせ殺されるなら、この好奇心と知識欲を満たしたいのよ♪ 

その薬を舐めると本当に肉欲に溺れるのか…どんな風に性欲が高まるのか…♪ 

どんな快楽が押し寄せてきて…どんな風に自分が乱れてしまうのか、知りたいの♪ 

大丈夫よ、ほら、貴方が私の手を後ろで縛っているじゃない。これじゃ私は抵抗できないわ。 

さぁ。その薬を私の舌に一滴落として頂戴…♪んっ…れぇ… 

早く…下さいな…♪お薬を…一滴…♪ 

んっ…♪ちゅる…ちゅぱ…れろ‥ぐちゅ…♪ 

ん…んんんっ…何…これ、すご…体が、熱い…！ 

んんんっ！子宮の中からジンジン痺れるような熱がこみ上げてきて…ぁ…ぅ…！はっ…ん

っ…く…体全部が…性感帯になるみたいな…はっ…んっ…ぁっ…！ああぁ…！疼く…疼く

の…子宮が…おまんこが…胸が…体全てが…熱い…熱い…なのにゾクゾクして…はっ…は

っ…やあぁ…！お、抑えきれない…！ 

疼きが、抑えきれないっ…！…っはっ…はっ…おかしくなりそう…！ふふ… 

体がビリビリします…！ 

触れてる服の擦れすらも…イキそうになるくらい気持ちよくて…！あああ！ 



駄目…っ…あああ！お願い、お願いっ…！お願いしますっ…！ 

ぁ…はぁ…私の体を…触って…！お願い…！お願いです…！触って…触って下さい…！ 

もう、貴方に触ってもらう事しか考えられない…胸を激しく揉みしだかれて… 

おまんこをかき回してほしい…！そして貴方の陰茎を私のおまんこに…！ 

あああ…早く…早く私を犯してくださいっ♪…服を乱暴に破り…たわわに実ったこの乳房、 

貴方に鷲掴みにされたいです…！どうか…どうか…犯してください♪ 

貴方の思うままに私の体を蹂躙して…めちゃくちゃに感じさせて欲しいです…♪ 

ふあぁ…！あは…♪そうです…！乳房を手の平で掴んで…揉みしだいて…！ 

んくぅ…ぁはっ…す、すごい快感…！胸を揉まれるだけでこんなに感じるなんて‥ 

あっ…ダメ…イク…達してしまいます…！あ…んっくふぅ…！ふあああぁぁ!!!!! 

はぁ…はぁあ…っ！もっと…もっと感じさせて下さい…♪乳房を…いえ、乳首を吸ったり

舐めたりして頂きたいです…！あああ。私はなんて卑猥なことを…女として見知らぬ殿方

にこんな…ぁくぅ…！そうです、もっと…もっとぺろぺろと卑猥に…私の薄紅色の乳首を

舌で転がして可愛がってください…！あっ…ふあぁ…！んくぅ…♪ 

あ…また達します…！達してしまいます…！ふぐっ…んはっあ！あああああああ!!! 

はぁ…はぁ…あああ…何度達しても…疼きが寧ろ高まって…はぁ…はぁ…収まりません… 

なんて薬…！想像をっ…遥に超える効能です…んっく…ふぐぅ…♪あああ…見て下さい… 

私の服を捲り上げて、おまんこを見て下さい…！もうぐしょぐしょで…汁がとろとろと垂

れ、床にシミができてしまいました‥！はぁ…はぁ…薬にここまで官能をくすぐられるな

んて…少し屈辱ですが…我慢…できないんです…！お願いします、この疼きを…収めてく

ださい…！はしたないですが…私の、私のおまんこを…貴方の指で…貴方様の陰茎で…か

き回して頂きたいのです…！このままでは気が狂いそう…！意識が飛んでしまいそうなほ

ど…強い疼きが…あっ…くふ…んっ…お願い、します…♪この任務を全うできなかった哀

れなくノ一の体をお慰め下さい…！ふあぁぁっ…！んくぅ…！ 

あ、ありがとうございます…！はい、上向きに寝転がるのですね…！すぐ…！ 

こ、こうでしょうか？は、はい、股を大きく開くのですね。承知致しました…！ 

こ、こうでしょうか…？ふぁん…♪は、恥ずかしいです…♪ 

そんな…じっと見つめないで下さい…！う、疼いて頭がおかしくなりそうでも…は、恥ずか

しさはあって…んんっ…そんなに恥部をじっと見つめられると…んく…ダメ……あっ… 

ふぐぅ…見られて…た、達してしまいますっ…い、イキます…見られただけで… 

い、イク…はっ…ふああぁぁああぁぁ!!んはっ…あああ…意地悪なさらないで…！ 

殿方に股を開いて一人で果てるなんて…っ…くぅ…は、恥です…屈辱…です… 

んあぁぁ…！もう…我慢できません…！壊れそうです…はやく、私のおマンコを弄って下

さいませっ…！この蜜の溢れる肉洞に刺激をっ…！ 

あああ…指を…指を入れて下さるのですか…！ありがとうございます…♪ 

早く…早く下さいませ…！んっ…ふぐぅあああ…！指が…貴方様の指が入ってきました



…！ 

私のおまんこに…はしたないくノ一のまんこに、指が…！ふああああああああああ！ 

すごい快感が…脳が、焼けそうですっ…ふぁっ…また達します…ふっあっ… 

あんっ…！指をそんな風に動かされたらっあっ…ああああああぁぁぁああ！ 

あああ‥すごいです…子宮がひくひくして…あああ…でも全然足りない… 

も、もう一本下さい…！1本の快感では体がもっと求めて…どうか指を…もう 1本… 

いえ、2本でも 3本でも…私のまんこに入れてかき回してください…！ 

ひぐぅっ…あああ…！はぅ…はぐぅ…♪す、すごい…すごいですぅ…！ぐぽっぐぽって… 

すごい音が…ああぁ…中を抉ら得るように…かき回して…あああ！子宮が震えるようです! 

はぁっ…しゅご…しゅごいです…！あああ！そこが、そこがいいのですっ…！ 

きもち、いい…！あは…あああ！イク…達します…また快楽の高みに…！ 

あああ、頭が真っ白にな…あっああっふああああああぁぁぁぁぁああ!!!!! 

はぁ…はぁ…はぁ…ああああ…足りません…足りません…！ 

こんなに激しく絶頂しているのに…全然…あああ、この薬がこんなに恐ろしい効果だなん

て…信じられないくらい…キモチイ…です…♪あああ、もう交わることしか考えられませ

ん…♪貴方様と…交わりたい…！私の中に…貴方様のその立派な陰茎を…おちんぽを…ぶ

ち込んで下さい…！子宮が貴方様の子種を求めているのです‥！貴方様の子種を子宮に注

ぎ込んで頂かないと、この疼きは…子宮の震えは止まりません…！ 

あああ…お願いします…貴方様のおちんぽを…見せて下さいませ…！ 

 

 

 

トラック 3“淫口” 

 

まあぁ…♪はぁ…はぁ…なんて立派なおちんぽなのでしょう…？お願い致します。 

こちらを私のまんこに突き刺して頂けないでしょうか…？ 

んは…はぁ…♪もう…貴方のおちんぽの虜になってしまいます…♪こんな立派な肉棒を見

せられては…ああぁ…逞しい…んちゅ…れろ…れるぅ… 

んはっ…ついお口で…いいのですか？まぁ♪ありがとうございます♪ 

んちゅ…れる…ああぁ…これが貴方様のお味…♪んちゅ…れるれる…はむ…くちゅ… 

美味しゅうございます♪はむ…ふぐ…れろお…少ししょっぱくて…とろとろした液が出て

きております…♪はぁ…貴方様も…感じて下さっているのですね♪んっ…ちゅ… 

嬉しいです…♪はむ…ちゅるる…ちゅぱ…れろれろれろ…ぐちゅ…♪んっ… 

このカリ首の部分を舌で撫でまわすと、反応を示されますね…♪あああ…貴方様の感じて

いる姿を見ると、もっと高まります…♪はぁ…はぁ…はむ…ちゅるる…♪ 

はあぁ…♪ダメ…♪んっ…自分のまんこを弄りながら舐めさせて下さい…♪ 



触っていないと気が狂いそうで…正気を保てそうにないんです…♪ふぁっぁ…！ 

はしたないくノ一をお許しください…♪んくっ…くうぅ…♪ 

はぁ…ここなど…いかがでしょう…？裏筋…という部分です。ここを舐めあげると殿方は

気持ちが良いと聞いたことがあります…♪んっれえぇ…れろれろれ…れえぇ…♪ 

はあぁ…♪美味しい…豊潤な味です…♪殿方のおちんぽのお味がこんなに濃厚だなんて… 

次はこの亀頭を味わわせて頂きます…んっ…おちんぽ全体はこんなに固いのに…亀頭はふ

にふにして…やわらか…んっ…くちゅ…ちゅぱ…ちゅっちゅ…♪ 

あああ！んっく…貴方様のおちんぽを舐めながら達してしまいそう…！はっ…ぁう…！ 

んっ…じゅぽ…じゅっぽ…奥まで…ああ、喉の奥にこのおちんぽを擦り付けたい…！ 

喉におちんぽ擦り付けて…気持ちよくなりたいですっ…ふぐっ…！あああ！ 

こんな…喉で感じるなんて変なのに…でも、でも…喉におちんぽが擦れるだけで… 

子宮が熱くなって…まんこの肉壁が震えて…！ンあ…！んっ 

んんんんっ！！んんんんん！苦しいのに…感じちゃう…！イク…!達します…！ 

おチンポ喉に擦り付けながら…イクううううぅぅ！んぼおぉぉおおぐぐぐっ!! 

んぐっ…んぐ…ごく…ごく…げほっ…げほげほっ…！ 

はぁっ…あ、貴方様も射精を…！んっ…喉に…激しく白濁を…はぁ‥はぁ… 

すごく…美味しかったです…もう、薬のせいか殿方の精液が極上の甘露のように感じて… 

はぁ…はぁ…もっと…もっと飲みたいです…♪今度は…下の口でも飲ませて頂けますか？ 

だらしなく汁を垂らして貴方様のおちんぽを欲する私のまんこに…おまんこに… 

貴方様の白濁を求めて震える浅ましい子宮に…どうか…っ…どうか貴方様の白濁液を 

注いでくださいっ…♪お願い致します…♪ 

 

 

トラック 4“淫戯” 

 

はい♪もちろんです…今達されたばかりですものね。貴方様を高めさせて頂きます♪ 

はぁ…はぁ…腕を縛られておりますからできることは限られますが…これはいかがでしょ

うか？ 

んちゅ…れる…♪ぐちゅぅ…♪ちゅぱちゅぱ…れろぉ…♪ 

お耳は性感帯と聞きます…んっ…ちゅぱ…ちゅぱ…♪れろれろぉ♪ 

ちゅぱっ…お耳…敏感なんですね…♪はぁ…可愛らしいお耳です…♪んっ…ちゅちゅ… 

ふふふ。貴方様のお耳をお舐めするのに…腕に乳房が擦れて感じてしまいます…♪はっ… 

ちゅる…あぁ…奥まで舌を入れて…ぐちゅぐちゅかき回していると…貴方と一つに溶け合

っているようで…ゾクゾクします…♪ 

 

是非、こちらのお耳も。そして…ご慈悲を…！ 



貴方様のご陰茎を股に挟ませて下さい…♪このむちむちの太ももに挟ませて… 

おまんこを擦り付けさせて下さいませ…！そうでもしなければ疼きがひどくて…もう 

正気が保てそうにないのです…！ 

ああ…ありがとうございます…！お優しいのですね…♪ん… 

ちゅぱ…れろぉ…くちゅくちゅ…ちゅるる…♪ 

ぁん…♪お耳、美味しいです…♪貴方様の吐息も熱く火照って参りましたね…♪あああ… 

そんなお姿を見せられては…体の疼きが増してしまいます…♪ 

おまんこが疼いて…この股に挟んだ貴方の太く立派なご陰茎を…おちんぽを… 

欲してしまいます…♪んふぅ…♪ 

早く…早く欲しいです…♪私の浅ましく肉欲に溺れ濡れそぼった肉壁を 

その御立派な一物で貫いてくださいませ…♪んちゅ…ちゅる… 

ああ…貴方様を欲する体がこんなにも涎を垂らして…挟みこんだおちんぽに汁を塗りたく

っています…♪はしたない女で…はしたないくノ一で申し訳ありません…！んちゅる… 

あああ…陰核がぷっくり膨れて貴方様のおちんぽで擦れて感じています…♪ 

見て下さい…糸を引いています… 

艶めかしく充血したこの豆のような陰核が貴方様のおちんぽに擦れた刺激で勃起している

のです…ここは女性でいうおちんぽですから…♪私、気持ちよくて…♪ 

あぁ…♪ぱっくり割れたこのメス肉の扉に…貴方様のおちんぽを差し込んで下さい… 

お願い致します、許可を…許可を下さい…♪私のこの濡れたおまんこにおちんぽを…！ 

私を貴方様のおちんぽで従えて下さい…♪明日の無い哀れなくノ一に、ご慈悲を…♪ 

快楽でこの身を満たすことをご許可くださいっ…♪ 

 

ありがとうございます…！はい、それでは上に跨らせて頂きますね♪ 

手を縛られた状態で騎乗だなんて…興奮してしまいます♪ 

あああ…素敵…固くて太いご陰茎…♪これが私を私の中に入れられるなんて… 

この肉棒が子宮を抉ると考えただけで電撃が走るような快感が… 

それでは、失礼致します。貴方様のご陰茎…堪能させて下さいませ…♪ 

んっ…は、入ります…！私のおまんこに…んっ…んんんんん！ 

ああああああ！ずぶずぶと太くて熱い…ご陰茎が…おちんぽが…！膣内に…！ 

私の中を進んで…あっ…あっ…！ふぐっ…！あああああああ！ 

い、いれて頂いただけでっ…た、達してしまいました…ふぐ…っ！ああぁ… 

殿方との交わりでこんな深い快感を味わったのは初めてです…♪ 

体がビリビリして…お腹の奥から喜びが沸き上がって…あっ…あああ！動き…ます…！ 

んんあっ…！私が上下する度に大きく揺れる乳房をそんなに舐めるように見つめて…！ 

だめっ…あ…！その視線だけで達しそうです…！忍装束がはだけているのに… 

腕を縛られていて、ちらちらと顔を出す乳首や乳輪を隠すこともできない… 



ふああぁぁっ…！少し腰を揺らすだけでも子宮に振動が響いて…くっ…ぅ…！ 

あっ…！ぅ…！きもちい…です♪貴方様のおちんぽ…最高…です…♪んっ…くっ 

あああ！ダメっ…もう貴方様のおちんぽのことしか考えられない…！ 

もっともっと、私の肉を突いてくださいっ…！子宮の壁を叩いて私を昂らせて下さい…！ 

この卑猥にほてった体を快感で満たして、このくノ一を支配して下さいませっ…！ 

ああ！膣の中で貴方様のおちんぽが大きく…ぁぁ…！子種を頂けるのですねっ…！ 

出してくださいませ…！私の揺れる乳房が見え隠れする乳首を見つめながら…！ 

この熱く貴方様を求め震える子宮に貴方様の白濁を…子種を…叩きつけて下さいませ…！ 

妊娠したい…！貴方様の子種で種付けされたい…！子宮全部を貴方様の白濁で満たしたい! 

出してください…！下さい…出してください…！射精してくださいませっ！ 

ふっ…ふああああぁぁぁぁぁああん♪♪♪んっ…くっ…あああああぁ… 

どぴゅ…どぴゅって…私の子宮に貴方様の白濁が注ぎ込まれました… 

あぁ…熱い…お腹が熱くて…蕩けそう…♪とんでもない快感…です…♪ 

はぁ…はぁ…あああ…私のきついきつい膣…如何でしたか…? 

貴方様も気持ちよく果てて下さって…嬉しいです…♪ 

 

トラック 5“GAME OVER” 

 

あ…そうですね…まぐわいの最後は…こう、ですよね。んっ… 

んちゅ…ちゅる…ちゅぱ…♪くちゅくちゅ♪ちゅぱぁ…♪ 

ふふ…ちゅ…ちゅ…れろぉ…ちゅるる…はぁ…その蕩けたお顔、素敵です♪ 

射精後…殿方が全てを出し切って緩んだお顔、何度も拝見してきましたが… 

やっぱり、最高です♪ふふ…んっ… 

あは…♪精液がぼたぼたと滴って…♪沢山注ぎ込んで頂けたのがよく分かります♪ 

これだけ精を絞られたら…もう動けませんね♪ 

こうなった殿方は無力で…非力で…赤ん坊のようで…すごくすごーく可愛らしくて… 

私、大好きなんです♪ 

では、この薬は頂いていきます♪ああ、こんな縄、私にとって何の意味もありません。 

縄抜けは得意ですから…♪ 

ふふ、あまりくノ一を舐めないことですよ♪ 

あは♪殿方って本当に性欲に抗えませんね。単純でとってもかわいいです♪ 

ふふ、ちなみに…こういった薬や毒は私達忍びにはきかないと思った方が良いですよ♪ 

毎日微量の媚薬や毒を摂取して体を慣らしていますので… 

くす♪そんな驚かなくても。忍びの鍛錬の１つです。これが生業ですから♪ 

さて、それではそろそろ私は失礼致しますね♪依頼主が待っておりますので♪ 

ふふ…でも貴方との交わりは大変気持ちよかったですよ♪それは本当です♪ 



おかげで予定より少し楽しみすぎてしまいました♪…と言えば、少しは救われますか？ 

うふふ…ふふふふふふ♪それでは、お達者で♪ 

 

【DL版】トラック 6“回収” 管理人のお仕置き 

 

アトラクション、お疲れ様でした。残念ながらミッションをクリアできなかったようですね。 

その様子ですと、色仕掛けに見事に引っかかった…という感じでしょうか？ 

大丈夫ですか？ほら、体を起こしてください。手を… 

もう力が抜けてぐったりされてますね。…そんなところ大変恐縮なのですが… 

ハニートラップランドでは規則として、ミッション失敗の場合、拷問を受けて頂くことにな

っています。…ですからその…よろしいでしょうか？ 

お耳を…舐めさせて頂きたいのですが… 

…今はまだ体が敏感で辛い…？そ、それはわかっているのですが…その… 

拷問、ですから。お許しくださいね。 

失礼致します。んっ…ちゅ… 

ああ…お体、本当に…すごく敏感になっていますね‥‥私が恥ずかしくなるくらい、 

ビクビクと感じていらっしゃって…拷問されているのに、気持ちいいのですか？ 

お耳を舐めるだけでおちんちん、勃起しています…ご自分で擦ってもいいのですよ。 

 ミッションに失敗して拷問されているのに感じてしまう弱いおちんちん、どうぞご自分

で慰めて下さいませ。 

 

こちらも失礼致します。 

 

こんなに感じやすいお体なら…さぞ辛かったでしょう。舐めるたびに敏感になっていって

いるようです… 

拷問できもちよくなるなんて…ダメなおちんちんですね。ほら、しっかり反省しましょうね。

反省お射精、してください。もうミッション失敗しないって心に誓いながら、反省射精しま

しょう。ほら、ごめんなさいって…ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい… 

ダメなおちんちんでごめんなさい、弱いおちんちんでごめんなさい…でるでるでる… 

ぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅー♪ふーーーーー♪ 

 

あらあら、沢山出てしまいましたね。ふふ、敏感なところ、失礼致しました。 

それでは、こちらへいらして下さい。貴方にはこれから、行くべき場所があるのです。 

 

 

END 


